
?ーつ
質問しても
いいですか?



今までに誰か

聖書を手に取り

どうしたら

天国へ行く道をはっきり

知る
ことが出来るか

話してくれた人はいましたか？



聖書には
悪い知らせ

と
良い知らせ

の両方が書いてあります。

悪い知らせは
あなたに関すること。

良い知らせは
神様に関することです。

悪い知らせから先に
見てみましょう。



悪い知らせ　その1
私たちはみんな罪人（つみび
と）です。

ローマ人への手紙3章23節には、「すべて
の人は、罪を犯したので、神からの栄誉
を受けることができず、」と書いてあり
ます。

「罪を犯した」とあるのは私たちが、的（
まと）を外しているということなのです。
私たちが、嘘をつき、
人を嫌い、みだらな欲
を持ち、陰口をたたく
時、私たちは神様が定
められた基準から外れ
ているのです。

例えば、あなたと私が
それぞれ北極に向かっ
て石を投げたとしまし
ょう。



あなたの方が私よ
り遠くへ投げるか
もしれません。で
もどちらの石も北
極には到達しない
でしょう。

聖書に、「すべての人
は、罪を犯したので、
神からの栄誉を受ける
ことができず、」とあ

るのは、私たちは皆、神様の完全な
基準には、到達していないというこ
となのです。

私たちは、思うことも、言うこと
も、することもどれも完全ではない
のです。

しかし悪い知らせは更に悪く
なります・・・



悪い知らせ　その2
罪に対する刑罰は死です。
ローマ人への手紙6章23節には、
「罪から来る報酬は死です。」と
書いてあります。

例えば、あなたが私のために一
日働き、私が5000円あなたに支
払ったとします。 この5000円
は、あなたへの報酬です。 
それが、あなたが労働して得た
ものです。



聖書には、罪を犯
すことによって、
私たちは死という
報酬を得ていると
書いてあります。

それは、私たち
が、死に値し、神

様からの永遠
 の断絶に値する、
ということを意味

しています。

しかし・・・

私たちの方から、
神様に近づく方法が無かったで、

神様の方から私たちに近づいて下さ
った！と、聖書は言っています 。



キリストがあなたのために
死んで下さった。

ローマ人への手紙5章8節には、「しかし私
たちがまだ罪人であったとき、キリスト
が私たちのために死んでくださったこと
により、神は私たちに対するご自身の愛
を明らかにしておられます。」 と書いて
あります。

例えば、あなたが癌で
入院し、死が間近に
迫っているとします。
私があなたの所に来て、
「あなたの体から癌細胞
を取り出し、私の体に
入れましょう。」と言ったとします。

もし、それが可能だとしたら、
・私はどうなりますか？
・あなたはどうなりますか？

良い知らせ　その1



聖書には、私たちが罪のために当然受
けるべき刑罰を、キリストが引き受け
その身に負い、私たちの代わりに死ん

で下さったと書いてあります。

三日目に、キリストはよみがえり、死
と罪に打ち勝ち、ご自身が神であると
いう主張が真実であることを証明され

ました。

悪い知らせが更に悪くなったよ
うに、良い知らせも更に良くな

ります！

私は死に、あな
たは生きるでし

ょう。

私はあなたの代
わりに死ぬでし

ょう。



キリストへの信仰を通して
あなたは救われます。

エペソ人への手紙2章8、9節には、
「あなたがたは、恵み（受けるに値し
ない恩恵）のゆえに、信仰によって救
われ（罪の刑罰から解放され）たので
す。それは、自分自身から出たことで
はなく、神からの賜物です。行いによ
るのではありません。だれも誇るこ
とのないためです。」と書いてあり
ます。

信仰とは、信じてお任（まか）せする
ことです。

Q：なぜキリストを信じてお任せしな
   ければならないのですか？
A：キリストだけに頼らなければ、あ
   なたは罪を赦されて、永遠の命を
   与えられることがないからです。

良い知らせ　その2



ちょうど、あなたが椅子に腰を下ろす時、自分
で支えなくても、その椅子があなたをしっかり
支えてくれると信じて身を任せるのと同じよう
に、自分で何かをするのではなく、イエス　キ
リストが、あなたを天国へ連れて行って下さる

ことを、信じてお任せしなければ
なりません。でも、あなたは、こ
う言うかもしれません。

これらはすべて良いことです。でも、善良な
生活、教会に行くこと、貧しい人への援助、
その他、あなたがどんな良い行いをしても、
その行いによって天国へ行かれるわけではあ

りません。

イエス　キリストだけを信じてお任せしなけ
ればならないのです。そうすれば、神様があ
なたに、永遠の命を贈り物として下さるので

す。

「私は信心深いです。」

「教会に行っています。」

「私は良い人間です。」

「盗みなんかしていません。」

「貧しい人を援助しています。」



今、あなたがキリストを信じて
お任せできない理由があります
か？

1.

2.

3.

4.

よく考えて下さい。
キリストを信じてお任せすること
ほど大切なことは他にありませ
ん。

「あなたの救い主として、イエス　キ
リストを信じてお任せする」と神様に
伝えたいですか？

もしそうなら、今ここで祈り、神の御
子を信じてお任せすることを神様に伝
えませんか？



忘れないでください！

あなたを救うのは、祈りではありませ
ん。イエス　キリストを信じてお任せす
ることによって、あなたは救われるので
す。祈りは、今あなたがしようとしてい
る事を、神様に伝える手段なのです。

「愛する神様、私は自分が罪人であ
ることを知っています。自分の罪が
刑罰を受けるに値することも知って
います。キリストが、私のために死
んで下さり、墓からよみがえられた
ことを信じます。イエス　キリスト
だけを私の救い主と
して信じてお任せし
ます。罪の赦と、
今、私が得ているこ
の永遠の命を感謝し
ます。イエスのお名
前によってお祈りし
ます。アーメン。」



それでは、何が起こったのでしょうか？

ヨハネの福音書5章24節には、「わたしのこ
とばを聞いて、わたしを遣わした方を信じる
者は、永遠のいのちを持ち、さばきに会うこ
とがなく、死からいのちに移っているので
す。」と説明されています。

あなたは神様の言葉を»» 「聞き」ましたか？あ
なたは神様が言われた事を「信じ」、キリス
トをあなたの救い主として信頼しますか？

永遠の命を得る»» 」のはもっと先の事だと思い
ますか？それとも、今すぐだと思いますか？

聖書は»» 「裁かれない」と言っていますか？そ
れとも、多分裁かれないだろうと言っていま
すか？

聖書は»» 「死から命へと移っている」と言って
いますか？それとも、移るだろうと言ってい
ますか？

“永遠の命は感情ではなく、事実に基づくも
のです。”

今日、ヨハネの福音書5章24節を暗記しまし
ょう。



さぁ、これから何をしますか？

あなたは天国への唯一の道として、キリ
ストを信じお任せしたので、ここでは、
どうしたら神様との関係をより深いもの

にできるかお話しましょう。

心の内にあることを、祈りを通して神»»
様に伝えましょう。（ピリピ人への手

紙4章6、7節）

神様のことをもっと知るために、また»»
神様から学ぶために、毎日聖書を読み
ましょう。（テモテへの手紙　第Ⅱ
　3章16、17節）ピリピ人への手紙か

ら始めましょう。

近くの教会で、神様を信じている人達»»
と一緒に礼拝をささげましょう。（ヘ

ブル人への手紙10章24、25節）

イエス　キリストのことを他の人々に»»
伝えましょう。（マタイの福音書4章

19節）
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